
これまでマチナカプレイスメイキング制度をつかって活動してきたことを踏まえて、ほしい設備や新しくつかって
みたい公園について意見交換しました。

Jan 22,2024

つかう.meet.会議
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Volume.7

１．マチナカプレイスメイキング制度について

■矢総公園・三河安城駅前広場
・イルミネーションに合わせて三河安城にある噴水や愛知池の水

　を出したい！

・全体にアナウンスが聞こえる程度のスピーカーを常設してほしい。

■マチナカプレイスⅡ
・活動備品をいれる倉庫がほしい。

・芝生にかたい草が生えてきて抜けない。

・伐採した樹木が残っていて、通行するのに危ない。

・苔が生えている部分があり、少し雨が降ると滑って危険。

■ツインパーク
・防災拠点として、かまどベンチなどがあると良い！

・デジタルサイネージを設置して、防犯防災情報や市からのお知らせ、

　イベント情報等を発信できると良い。

■その他
・籠田公園（岡崎市）のような常設のステージがあると良い。＋電源がほしい。

・連絡通路の屋根に太陽光パネルをつけて、電力発電してはどうか！？

・三角公園がつかわれておらずもったいない！つかってみたい。

・インターロッキング舗装は、割れてボロボロになる。キッチンカー等の乗り入れを

　考えると今後は違う舗装で整備した方が良い。

データでみるマチナカプレイスメイキング つかう.meetの活動が波及し、今年度も安定的に活動が実施されています。
新規活動団体数が増加し、多様な団体による多様な活動がみられます。

■新規活動団体

活動回数の推移

活動団体数の推移



【お問い合わせ】

　安城市役所　都市計画課　拠点整備係　

これからつかう.meetでしたいコト、こんな活動をしようと考えている！　といったみなさんのアイデア
発表会を行いました。

つかう.meetでラジオ番組をはじめたい！

つかう.meet.night　第２弾！

・これまでは単発のイベント的にしか矢総公園をつかっていないの
　で、長期的に活動を行い、”毎日何かやっている”空気感をつ
　くりだしたい！
・１団体が長期間ずっと運営するのは難しいので、つかう.meet
　メンバーで運営をリレーできるといい。
・それぞれが個々で行う活動の時期を重ねれば、”毎日何かやっ
　ている”雰囲気を出せないか！？

２．これからつかう.meetでしたいコト発表会

Vol .07かわらばん

8th つかう.meet.会議 2/26(mon) 18:30～
「これまでのつかう.meetのふりかえり」

電話：0566-71-2243

当日の会議資料や
詳細情報はこちら

▼安城市HP ▼Facebook▼Instagram

・１時間のラジオ番組。収録は月に１回、１時間程度。
・１回の収録に、３～４人関わってほしい。
・収録場所はアンフォーレ安城のスタジオ。
・協力費として、￥1,000/回の負担が必要。つかう.meet.FESで
　稼いだ資金から捻出しても良いし、収録する人が持ち寄っても良い
　と思う。
・マチナカプレイスメイカーが集まって対話をしているつかう.meetであ
　れば、共通の話題がある。
・個人・活動団体のPRをすることもできる。
・安城市内だけでなく、他の市で同じような取組を行っている人を

　ゲストに招いても面白そう。

→TESHIさんが企画を進めてくださいます！

つかう.meet　BBQ大会をしよう！
・暖かくなった春頃、中高生も参加できるよう
　週末にBBQ大会を考えている。

・駅前広場にイルミネーションがつけば、
　機能実装もつかいつつ、夜に何かできないか！？

長期企画！みんなで活動を重ねたい！

かつぅさん
・暖かくなったら、３か月ほど毎週

　金曜日に出店を考えていた。

・初期と３か月後で利用する人は

　変わるのか？実験になると思う。

・火曜昼市も企画している。

・ランチ難民のサラリーマンを救いたい！

・活動者がそれぞれ、企画しているコトを共有する場がほしい。
・企画せずに、ただ集まって”対話”することも必要！

ただ”対話”する場がほしい！

TESHIさん
発案 中村さん

発案

TESHIさん
発案

渡邉裕子さん
・平日昼間に親子連れが遊べる

　場所を提供したい。

・キッチンカーを呼んで、飲食もでき

　るといい！

●これまでのつかう.meetの活動をふりかえって、みんなで成果を共感しましょう。
●みなさん自身で対話と共同活動を進めていくためのルールと役割を決めましょう。

2023年度　最後のつかう.meet.会議です。みなさんぜひともご参加ください！

山本さん
・１日店長として、日替わりで

　出店者を募ったら面白い！

～　安城市からの連絡事項　～
つかう.meetは、令和２年度より「自慢のまちをつくる」を合言葉に活動を積み重ねてきました。まず、活動を軌道に乗せ、定着させ
ることを目的に、令和３年度よりつかう.meetの運営をコンサルにお手伝いしてもらいながら実施してまいりました。この３年間でつかう
meetというプラットフォームが定着し、皆さんの活動を見て多くの活動者が現れ、まちをつかう活動が市内各所に波及してまいりまし
た。コンサルにより支援は今年度で終了となりますが、活動を継続して「自慢のまち」をつくりあげていきましょう。


